Staff Problems in School Libraries by 山田, 泰嗣
司書教諭養成をめぐる動向と課題


















































































































































































































































































表 1 文部省「学校図書館同書標準J (平成 5)から
1 [中学校也主笠
学級数 蔵書冊数
1 ~ 2 4，800 
3~6 4，800+640 X (学級数-2 ) 
7 ~12 7，360+560 X (学級数-6) 
13~18 10， 720+480X (学級数一12)I 
19~30 13，600+320 X (学級数一18)




3~6 3.000十520X(学級数 2 ) 
7 ~12 5.080+480X (学級数-6) 
13~18 7. 960+400X (学級数一12)
19~30 10，360十200X(学級数 18) 






























岡山県・棚原町 214.0万I[J 愛知県・刈谷市 264.0万円
茨城県・下妻市 194.4万円 愛知県・御津町 252.3万円
愛知県・御津町 161. 0万円 福岡県・春日市 232.9万円
山梨県・竜王町 143.9万円 千葉県・浦安市 229.5万円
沖縄県・金武町 140.9万円 愛知県・東海市 224.8万円
岡山県・瀬戸町 140.1万円 岡山県・山陽町 219.9万円
沖縄県・豊見城村 140.0万円 群馬県・高崎市 181.4万円
茨城県・守谷町 139.8万円 愛知県・尾張旭市 176.7万円
長野県・小谷村 137.4万円 岡山県・総社市 173.5万円
愛知県・メIj谷市 135.9万円 長野県・諏訪市 172.9万円




























( 11ri]書教諭の有資格者数，発令状況について記入してください。(平成 7年 3月現在)
(2)司書教諭議官修 f者数の推移について記入してくださし'0 平成 2年一 6年，年次ごと)













昭和61年度一 7大学 平成 4年度 15大学
昭和62年度 7大学 平成 5年度一 15大学
昭和63年度一 7大学 平成 6年度一 18大学
平成元年度一 7大学 平成 7年度一 18大学






表 3 平成 6年度 学校図書館司害教諭講習の実態 全国18大学(固京大学)
受講者 受講 受講者 受講
講習実施大学名 講習期間 講習実施大学名 講習期間
定員 者数 定員 者数
北海道教育大学 8/5 -8/23 150 17 京都教育大学 8/2 -8/23 150 112 
岩手大学 7/25-8/3 150 71 兵庫教育大学 7/22-8/5 150 71 
福島大学 7/26-8/4 150 74 奈良教育大学 7/27-8/11 150 101 
埼玉大学 7/21-8/3 150 25 島根大学: 7/25-8/6 150 25 
東京学芸大学 8/4 -8/23 150 123 広島大学 7/25-8/6 150 55 
上越教育大学 7/25-8/3 150 15 愛媛大学 8/1 -8/12 150 30 
福井大学 7/25-8/5 100 14 福岡教育大学 7/25-8/10 150 14 
信州大学 7/25-8/12 150 10 佐賀大学 7/26-8/10 150 47 
愛知教育大学 7/26-8/25 100 59 鹿児島大学 7/25-8/7 150 14 
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表4 平成 7年度学校図書館司書教諭講習の実態 全国18大学(国立大学)
受講 受講
講習実施大学名 講習期間 定員 講習実施大学名 講習期間 定員
者数 者数
北海道教育大学 8/1 ~ 8/30 150名 67名 三重大学 7 /31~ 8/31 150名 18名
東北大学 7 124~ 8/9 150名 37名 大阪教育大学 7 /31~ 8/11 150名 216名
山形大学 7 /24~ 8/2 150名 28名 兵庫教育大学 7 /21 ~ 8/16 150名 94名
茨城大学 7 /31 ~ 8/11 150名 79名 鳥取大学 7 /22~ 8/13 150名 35名
東京学芸大学 8/2 ~ 8/29 150名 164名 山口大学 7 /24~ 8/19 150名 141名
上越教育大学 7 124~ 8/23 150名 68名 鳴戸教育大学 7 /26~ 8/18 150名 56名
金沢大学 8/1 ~ 8/30 150名 75名 福岡教育大学 7 /24~ 8/19 150名 51名
信州大学 7 124~ 8124 150名 40名 宮崎大学 7 /24~ 8/18 150名 24名
岐阜大学 7 125~ 8/9 150名 48名 琉球大学 7 124~ 8/4 50名 42名
表 5 平成 8年度学校図書館司書教諭講習の実態 全国36大学(国立大学)
講習実施大学名 講習期間 定員 受講者数
北海道教育大学(旭川市) 7 /29~ 8/28 150名 37名
(釧路市) 7 /29~ 8/27 150名 14名
弘前大学(弘前市) 7 /24~ 8/16 150名 35名
岩手大学(盛岡市) 7 /29~ 8/21 150名 58名
秋 田 大 学 ( 秋 田 市 ) 7 /29~ 8/9 150名 55名
山形大学(山形市) 7 /22~ 7/31 150名 27名
宇都宮大学(宇都宮市) 7 /29~ 8/24 150名 105名
群馬大学(前橋市) 7 /29~ 8/24 150名 58名
千葉大学(千葉市) 7 /30~ 8/30 150名 127名
東京学芸大学(小金井市) 7 /29~ 8/30 150名 166名
新 潟 大 学 ( 新 潟 市 ) 8 /19~ 8/30 150名 35名
上越教育大学(上越市) 7 /22~ 8/21 150名 15名
富山大学(富山市) 8/1 ~ 8/30 150名 87名
金 沢 大 学 ( 金 沢 市 ) 8/1 ~ 8/30 150名 62名
福井大学(福井市) 7 /24~ 8/21 100名 43名
山梨大学(甲府市) 7 /25~ 8/19 80名 33名
信州大学(松本市) 7 /24~ 8/21 150名 56名
岐 阜 大 学 ( 岐 阜 市 ) 7 /23~ 8/9 150名 155名
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講習実施大学名 講習期間 定員 受講者数
静岡大学(静岡市) 8/5 -8/16 150名 150名
三重 大学(津市) 7/29-8/29 150名 35名
大阪教育大学(柏原市) 8/2 -8/24 150名 243名
兵庫教育大学(加東郡社町) 7/22-8/19 150名 91名
奈良教育大学(奈良市) 7/29-8/13 150名 183名
和歌山大学(和歌山市) 8/1-8/30 150名 103名
鳥取大学(鳥取市) 7/30-8/16 150名 39名
島根大学(松江市) 7/29-8/24 150名 38名
広島大学(東広島市) 7/22-8/17 150名 92名
山口大学(山口市) 7/23-8/15 150名 36名
鳴戸教育大学(鳴戸市) 7/31-8/22 150名 68名
高知大学(高知市) 7/25-8/19 150名 62名
福岡教育大学(宗像市) 7/24-8/19 150名 93名
佐賀大学(佐賀市) 7/22-8/17 150名 85名
長崎大学(長崎市) 7/29-8/23 150名 49名
大分大学(大分市) 8/5 -8/30 150名 102名
宮崎大学(宮崎市) 7/22-8/16 150名 26名
鹿児島大学(鹿児島市) 7/25-8/30 150名 9名
琉球大学(中頭郡西原町) 7/22-8/3 50名 28名
しかるに， 10年前の昭和61年を例にとってみると，講習開催大学は，北海道大学，東京学芸
大学，上越教育大学，福井大学，兵庫教育大学，愛媛大学，大分大学の 7大学である。受講者

















経験年数 2年 3年 4年 5年 6 -10年 11-15年 16-20年 21年以上
小学校 16 8 54 21 23 7 5 4 
中学校 12 3 8 6 19 2 2 2 










1992 117.9 123.7 300.1 
1993 113.7 133.9 450.8 
1994 116.4 124.8 277.8 
1995 112.9 132.9 269.3 
1996 119.63 145.44 289.54 
表13 学校問書館の蔵書冊数(附)
小学校 中学校 高等学校
1992 6830 7977 21402 
1993 6561 7899 21214 
1994 6709 8083 21394 
1995 6833 8102 20988 
1996 6795 8116 22291 
表14 一人あたりの蔵書冊数(冊)
小学校 中学校 高等学校
1992 16.5 14.0 20.1 
1993 16.0 15.0 21.0 
1994 20.7 19.3 25.9 
1995 18.0 14.4 22.2 





1992 38.9 57.8 128.9 
1993 38.3 52.2 130.2 
1994 41.9 53.3 125.9 
1995 42.4 66.5 121. 8 
1996 47.0 78.0 122.6 
表16 学校図書館職員の配置(%) 
小学校 中学校 高等学校
1992 21.3 26.7 90.1 
1993 21.4 25.4 89.9 
1994 22.2 27.2 89.6 
1995 19.7 25.6 85.5 
1996 23.2 31.4 87.9 
表17 公費採用学校司書のうち正規雇用者の割合(%) 
小学校 中学校 高等学校
1992 47.0 51. 5 89.1 
1993 34.5 38.5 88.2 
1994 36 47 86 
1995 36 49 90 
1996 34.9 27.3 84.2 
表18 調査対象数(校)
小学校 中学校 高等学校
1992 382 197 192 
1993 384 189 199 
1994 415 180 193 
1995 457 203 200 
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